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要　旨
　2014年６月13日～７月20日にフランス・ベルサイユで開催された世界規模の学生建築コンペティ
ション「ソーラー・デカスロン・ヨーロッパ2014」 に看護学研究科大学院生１名が派遣された．2012
年にも同大会に出場しており，２度目の参加である．このプロジェクトの中心は工学研究科であるが，
総合大学としての特色を活かし，留学生や園芸学研究科などが関わっている．大会の審査項目には
「Health & Safety」という健康でより安全に作業を遂行しなければ，減点になる項目がある．人員規
定はないため，その統括役及び，長期に渡る慣れない異国での生活の健康安全管理を担う目的で看護
学研究科として参加の運びとなった．看護職の立場から，渡航前より事前講義として急変時の対応や
セルフマネジメントの必要性を伝えた．また「SOLAR Assessment」を作成・使用することで，看
護を知らない学生にも系統立てたセルフマネジメント方法が展開でき，疾病予防・危機管理を行うこ
とにつながった．さらに，大会本部と連携し救護班として各国の応急手当にあたる中で，世界各国の
人々が集まる中での病気についての考え方の違いや救急現場についての違いについて知り得ることに
つながった．大会プロジェクト参加から示唆された国際的・学際的活動の意義について報告する．
Key Words： 看護学研究科大学院生，ソーラー住宅建築国際大会，国際プロジェクト，健康管理，学
際的コミュニケーション
　　　　　　　　　　　　
１）千葉大学大学院看護学研究科
２）千葉大学大学院看護学研究科博士前期課程
１） Chiba University Graduate School of 
Nursing
２） Chiba University Graduate School of 
Nursing master's program
Ⅰ．は じ め に
　2014年６月から７月にフランスで行われた学生
建築の国際大会に看護学研究科大学院生１名（以
下「大学院生」）が参加した．2012年にも参加し
ている大会であり，今回は２度目の参加である．
大 会 に は 審 査 項 目 の 一 つ で あ る「Health & 
Safety（チームメンバーの健康と安全管理：以下
H&S）」の統括役として参加し，マニュアル作成
などの事前準備からチームメンバーの大会期間中
の安全管理を行った．また，環境が違う異国での
長期生活のため，チームメンバーの健康管理を担
う役も兼ねていた．前回大会の反省を踏まえ，
チームメンバーに対して事前に講義を行い，医療
現場とは異なる建設現場という環境での活動を
行った．本大会への参加は大規模な国際的・学際
的活動であり，報告の価値があると考えられたた
めその内容についての報告を行う．
Ⅱ．目　　　的
　本稿の目的は，国際的・学際的活動に参加した
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看護学研究科大学院生の活動を報告し，活動内容
や役割，その意義についての考察を行うことであ
る．
Ⅲ．方　　　法
　前大会の看護学研究科大学院生の活動における
成果や課題を基盤に，今回実践した内容を，「国
内での活動」，「現地フランスでの活動（大学院生
滞在時）」，「現地フランスでの活動（大学院生不
在時）」の３つに大別した．また，それぞれにお
いて「①チームを取り巻く主な環境・状況」から
発生した「②チームに浮上してきた主な問題」に
対する「③大学院生の主な実践」，「④チームメン
バーの実践」という観点から記載を行った．倫理
的配慮として，個人が特定されうる情報は記載せ
ず，掲載内容に関してはチームメンバー及び担当
教職員へ説明を行い，同意を得た．
Ⅳ．用語の操作的定義
【チームメンバー】（以下「メンバー」）：工学研
究科，園芸学研究科，工学研究科教員により構成．
プロジェクトの主体であり渡航して施工から解体
まで関わった集団．
【渡航メンバー】：チームメンバーに企業や職人
を追加した集団．チームメンバー以外はほとんど
施工期間のみ渡航．
Ⅴ．結　　　果
１．本大会に参加するための条件
　H&Sの規定はなく，緊急時の対応や渡航期間
中の健康管理を行うことが可能な看護学研究科の
学生が工学研究科から要請された．救命救急セン
ターでの臨床経験があり，急変時の対応や内科か
ら外科疾患の多岐に渡る経験豊富な大学院生が推
薦され，選定された．
２．参加した大会とチームの概要
　本大会とチームの概要を表１に示す．大学院生
は千葉大学チームの中心である工学研究科より参
加依頼を受けH&Sを担う役職として，2014年５
月よりプロジェクトに参加した．５月までの活動
は前回大会に参加した前任者が引き受けていた．
本大会は千葉大学内の様々な学部・学科・機関が
合同で参加している他，数十社に及ぶ企業協賛，
文部科学省，国土交通省，経済産業省等の後援も
得ながらの産官学連携での学際的・国際的取り組
みであった．
表１　参加大会とチームの概要
項目 説明
大会名称 Solar Decathlon Europe 2014（ソーラーデカスロンヨーロッパ2014）
開催場所 フランス・ベルサイユ
大会期間
2014年６月13日～７月20日
（建設：６/16～６/26，大会：６/27～７/14，解体：７/15～7/19）
大会詳細
・自然エネルギー利用の啓発を目的とした，学生建築の国際大会
・太陽光エネルギーのみを利用した大人２人用の住宅を学生のみで建設
・国際審査団による全10項目（省エネ，デザイン，コスト等）の採点で順位が決定
参加国数 16か国20チーム
一般来場者 80,000人（大会本部公表数）
千葉大学チームの概要
・ 前回大会終了後にプロジェクト開始となり企業や事務等も含め述べ200名以上の人々が
関係
工学研究科
・住宅設計，設備，施工，解体などのプロジェクトの中心として活動
・住宅の電気系統，設備に関する部門の中心として活動
園芸学研究科 ・住宅内外部の植栽，緑化，景観に関する部門の中心として活動
看護学研究科 ・滞在中の学生のHealth & Safety（健康安全管理）の中心として活動
渡航メンバーの概要
・ 上記の学部・学科よりフランス現地への渡航学生は約20名（うち女子学生は４名），企
業関連者・職人30名
・社会人経験のある学生は2名（うち看護学研究科は１名）
本看護学研究科
大学院生の概要
・男性，第三次救急施設である救命救急センターにて勤務（臨床経験６年）
・千葉大学大学院看護学研究科へ進学，博士前期課程院生として在学中
・旅行以外の海外滞在経験なし，TOEIC650点程度の英語力
・医療施設以外での保健・看護活動は震災ボランティア程度
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第37号
－66－
３．看護学研究科大学院生の活動内容
　次に，取り組みの中で看護学研究科に依頼され
たH&Sの内容について表２に示した． 
１）国内での活動（2014年５～６月）
　５～６月の日本国内の準備期間においては，大
会概要の把握，渡航メンバーと大学院生の関係性
を構築する段階から始まった．幸い，前回大会に
H&Sで参加した前任者から情報収集を行った所，
前回大会の反省点，今回行うべきことについて把
握することができた．前回大会での課題として，
参加者の持参薬がなく現地での薬の調達に苦労し
たことや，気候などでの体調不良者が続出し，現
地での生活の事前教育について参加者の準備不足
があった．そのため，大学院生はProfile（緊急連
絡先，既往歴，現病歴，アレルギー，内服薬，月
経周期，不安要素）を作成し，渡航メンバーの状
表２　看護学研究科大学院生の活動内容
場所 期間
①チームを取り巻く主
な環境・状況
②チームに浮上してき
た主な問題
③大学院生の主な実践 ④メンバーの主な実践
日本
５月
・H&Sの具体的な実践
や健康，安全管理に
関する情報が不足し
ている状態．
・H&Sを担う役職とし
て大学院生らの参加
が決定．
・前任者との情報交換．
・メンバーと大学院生
の関係が未構築であ
ること．
・自己紹介を踏まえて，メン
バーにProfile用紙(既往歴，現
病歴，アレルギー，内服薬，
生理周期など)のメール送信．
・不安要素について相談（スト
レス，不眠，鬱など）．
・各自Profile用紙の提
出．
・海外生活において不
安なことを大学院生
に相談．
６月
・渡航前のプロジェク
トマニュアル最終提
出．
・H&Sとしての事前講
義（現地の生活，緊
急時の対応，持参薬
の必要性）．
・大会本部からの指摘
による計画，内容の
修正．
・渡航前にはメンバー
と１度しか顔を合わ
せておらず，関係性
の構築が弱い．
・Profileの作成．
・応急バッグの準備，メンバー
への現地での生活，緊急時の
対応，持参薬の必要性説明．
・緊急時のチャートの使用方法
説明．
・プロジェクトマニュアル作成
補助．
・緊急時のチャートは
印刷し持参．
・各自かかりつけ医と
相談し持参薬を調達．
フランス
６月16日
　～26日
建設
・日本とは異なる文化，
環境での長期に渡る
生活．
・気候が違う中での作
業．
・大会本部からの査察，
指摘による作業変更．
・期限内に完成させな
け れ ば な ら な い プ
レッシャー．
・時差，気温等の慣れ
ない環境への適応不
足．
・長時間，不規則な肉
体労働への適応不足．
・文化の違いによる精
神的，社会的ストレ
スの増加．
・作業に伴う軽傷（切
傷，打撲など）の発
生．
・毎日のミーティングでの気
温・湿度について説明．
・水分出納についての説明．
・休息状況のアセスメントと疲
労が強いメンバーに向け休息
確保の促進．
・転倒，転落，事故予防のため
の全体の状況確認．
・ケガへの医療対応，個別健康
管理の実施．
・水分，食料の計画的な調達，
補給．
・メンバーの身体，精神，社会
的側面からアセスメント．
・日々の記録やメンバーの業務
引き継ぎ方法の統一．
・自身の疲労に応じた
休憩の確保．
・ 毎 日 の 水 分 量 を
チェックし，脱水の
予防．
・H&Sマニュアルで決
められた安全靴，服，
ヘルメットなどの着
用を行いけがの予防．
６月26日～
７月４日
一般公開
（大学院生
滞在期間）
・８：00～22：00まで
続く審査や一般公開．
・審査員への質疑応答
対応，プレゼンテー
ション．
・審査準備，反省会や
ミーティング．
・住宅のメンテナンス．
・審査対応が続くメン
バーの緊張，ストレ
スの蓄積．
・建設時とは異なる精
神的疲労の増加．
・海外での長期滞在か
らくる体調不良者の
増加．
・来訪者とのコミュニケーショ
ン（接待，対応補助）．
・メンバーが交代で休めるよう
な人材配置，シフト作成．
・体調不良者の手当て．
・各自コーピング行動
の実施．
・休める時は極力休む．
・セルフアセスメント
で休暇の申請．
７月５日～
７月19日
一般公開
解体
（大学院生
不在期間）
・8：00 ～ 22：00ま で
続く審査や一般公開．
・審査員への質疑応答
対応，プレゼンテー
ション．
・審査準備，反省会や
ミーティング．
・住宅のメンテナンス．
・住宅解体．
・審査対応が続くメン
バーの緊張・ストレ
スの蓄積．
・海外での長期滞在か
ら体調不良者の増加．
・H&Sが現地からいな
くなったため緊急時
の対応の不明確さ．
・日本での緊急時の対応の確立．
・毎日の状況の確認．
・チームリーダーと相談し，
H&Sを決めてProfile，SOLAR 
Assessmentの記載方法の説明，
応急セットの引き継ぎ．
・SOLAR Assessment
を記載しセルフマネ
ジメントの実施．
・水分量や気候につい
てH&Sが説明．
・体調不良者が出た時
には日本と連絡をと
りながら対応．
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況把握と不安なことをなんでも相談できるような
関係性を構築した．また，様々な資料の作成と準
備を行った（表３）．渡航直前に大学院生は作成
した資料を用いて緊急時の対応，持参薬の必要性，
現地での生活の注意点（気温・湿度の違い）など
の講義を渡航メンバーに対して行った．前回大会
を経験した渡航メンバーもいたため，現地での生
活状況や注意点について渡航メンバー間でカン
ファレンスを行うことができた．また今大会では
大学院生が大学院での授業の関係で，他のメン
バーよりも滞在期間を短縮して途中で帰国する事
情があったこともあり，セルフマネジメントにつ
い て 大 学 院 生 は メ ン バ ー に 細 か く 伝 え た．
『SOLAR Assessment（図１）』というものを作
表3　渡航前に作成した資料一覧
作成補助を行った資料【作成言語】 概要
CUJ Project Manual（PM）【日・英語】
CUJ（Chiba University Japan）チームの計画の全てが載った
資料．H&Sの項目や，建設シフトの作成補助．
CUJ Project Drawing（PD）【日・英語】
PMと連動した施工図面集．避難経路や危険予測等の観点から
作成補助．
 独自に作成した資料【作成言語】
（前回大会の資料の参考を含む）
概要
SDE Profile【日・英語】
緊急連絡先，既往歴，現病歴，内服歴，アレルギー，不安な
ことなどのデータベースを聴取するため作成．
Emergency Card【日・英語】
既往歴，現病歴，血液型，アレルギー等，緊急時に必要な最
低限の個人情報をまとめたカードで，渡航メンバー各自が携帯．
Emergency Chart【日・英語】
緊急事態発生時の対応についてのフローチャート．渡航メン
バーが緊急時に混乱せず落ち着いて行動できるように作成．
Recording Sheet【日・英語】
緊急事態発生時の状況についての記録を誰でも行えるように
作成．
H&S for Chiba University　Members【日本語】
上記資料をまとめ，渡航メンバーに健康安全管理教育を行っ
た際に使用．
Health Care for Ladies【日本語】
女性渡航メンバーへの個別対応をまとめた資料．月経前症候
群等，女性のバイオリズムに関する対応案について情報提供
SOLAR Assessment【日本語】
現地での活動記録を行うために作成した経過表．看護記録を
参考に現地での状況を「SOAP形式」で記載．
図１　SOLAR Assessment
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成し，『Solar Decathlon』のSolarをStress，Over 
work，Low energy，Accident，Restの５つのよ
り身近なものに置き換え，主観・客観的データか
ら何をしなければならないかという計画を自分自
身でアセスメントすることをメンバーに対して伝
えた．
２）フランスでの活動（2014年６～７月上旬，大
学院生滞在中）
　フランス現地には38日間滞在した．38日間の内
訳は建設（10日間），審査と公開（19日間），解体
（５日間），到着日・準備期間２日・最終日（４日
間）であり，その時々によって浮上してくる問題
も変化するため大学院生が行う健康管理の種類も
多岐に渡った．建設期間はフランスでの生活に適
応しながらの建設であり，現地での生活と建設現
場での活動の両方に支援が必要であった．前回大
会では３交代のシフトであったが，本大会では渡
航メンバー数も半数であり，フランスの労働条件
規定にて深夜業務ができないことから，毎日朝か
ら夜までの10時間の過酷な労働を強いられた．ま
た，宿舎も一か所ではないため，ミーティングな
どを十分に行えなかった．自炊を基本としていた
が，十分な時間が取れず，初日から食事を抜くメ
ンバーがでた．その為，大学院生はチームリー
ダーに準備期間に数日分作成すること提案し，メ
ンバーの中から調理する人を定期的に割り当てた．
解凍調理できる物のストックや炊飯器などの購入
を行い，毎日電子機器での調理や炊飯などの単純
作業になったため，食へのストレスはなく建設期
間を過ごすことができた．乾燥気候であり水分を
十分にとっていない中，炎天下の作業を行ったた
め３日目には脱水症状を訴えるメンバーが多発し
た．そのため，大学院生はメンバーに１日の水分
量の説明を行い，排尿回数などの目安を朝の全体
ミーティングにて説明した．それによって，４日
目からは脱水症状も緩和された．また，大学院生
はチームリーダーに建設期間中の休息の取り方に
ついて提案し，休暇のシフト作成を行った．大学
院生は切傷や打撲への応急処置等，看護専門職者
として有する健康・安全・生活関連の専門知識と
技術を提供した．10日間の建設が終了すると，関
係者公開（大臣などの官僚）を経て建築全体の一
般公開が行われた．その後，大会のメインである
10項目の審査（10種目競技のことをDecathlonと
いい，本大会の名称の由来となっている）が平日
に開催され，平日の空いている限られた時間と土
日が一般公開となった．審査は基本的に１日１項
目のペースで行われ，住宅の革新性・建築技術・
社会的価値・経済効果等を発表するものであった．
その審査の合間を利用して性能評価のモニタリン
グが行われ，エネルギー効率や気密性などの審査
であった．国籍・言語・年齢・背景が異なる多く
の人々が断続的に訪れ，メンバーは建設時とは異
なる精神的・社会的負担を感じていた．大学院生
はメンバーの負担を軽減するために，休暇の表を
チームリーダーと相談して作成し，来訪者への対
応・接待，休息を取れるような交替の提案など，
その場のニーズに応じた多くの支援を行った．
３）フランスでの活動（2014年７月，大学院生不
在時）
　帰国前に大学院生不在時でもこれまで通りの健
康管理ができるように，チームリーダーと相談し
てH&S役をメンバーの中から決定した．H&S役
のメンバーに大学院生が『SOLAR Assessment』
の記載方法，応急処置のセットの説明，Profileの
申し送りを行った．また，救急事案発生時に備え，
帰国した大学院生との連絡方法を確保した．大学
院生帰国後の一般公開，５日間の解体期間におい
てはH&S役のメンバーが毎日の気候の伝達，水
分量の管理，休暇の状況，傷病者の手当てを行う
ことにより，傷病者が増えることなく大会を無事
に終えることができた．最後に，大学院生と大学
院生帰国後のH&S役のメンバーがフランス滞在
中の35日間において対応した主な健康問題を表４
に掲載した．作業中の軽傷はあったものの，生死
に関わる大事故・怪我等はなく経過した（他チー
ムでは上肢の切断や高所からの転落あり）．また
大学院生の帰国後もけが人が増えることなく経過
できた．一連の表に示したような，H&Sの役割
である健康・安全面に関わる支援を行う中で，資
料作成，怪我への応急処置，水分・栄養補給方法
の検討，転倒・転落予防のための状況確認等には，
大学院生が日々臨床現場で患者に対して行ってい
るアセスメントを用いた対応を応用することが出
表４　対応を行った主な健康問題
現地滞在中の主な健康問題 件　　　　　数 本部からの要請
外科的問題（切傷・刺傷など） 12件（大学院生滞在中９件） 他国の症例５件
内科的問題（風邪・消化器症状・呼吸器症状など） 14件（大学院生滞在中10件） 他国の症例１件
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来た．医療現場ではなく，建設現場におけるメン
バーの健康管理においても，人間の身体的・精神
的・社会的背景を常にアセスメントするという看
護の基本的な姿勢を保つようにした．また，看護
師がH&Sの役割を担っているのは全チームの中
で唯一であり，大会本部から大学院生に建設中の
他チームでの救急事案発生時や，一般公開中の見
物客の救急事案発生時の対応についても依頼され
た．その為，大学院生は大会本部の救護室と連絡
先等の情報交換を行い，救急事案発生時の対応に
ついても話し合いを行った．実際に他国の６件の
症例に対応した．
Ⅴ．考　　　察
　以上の結果より，「１．様々な分野への看護過
程応用からのメンバーによるセルフマネジメント
の確立」「２．学際的・国際的な取り組みに参加
することの意義」の２点について考察を行った．
１．様々な分野への看護過程応用からのメンバー
によるセルフマネジメントの確立
　実践が円滑に行えた理由として，看護の「情報
収集→アセスメント→介入→評価」という問題解
決過程がある．問題の焦点を「どのように解決す
るか」ではなく「解決する人間がよりよい解決策
を生み出すための状態をどのように作るか」とい
うように，対象を「人間」に変えた瞬間に「看
護」が発生する．大学院生が大学院の授業の関係
にて全日程には参加できず，一般公開の後半や解
体期間に居合わすことができない状況になった．
その為，メンバーに対して事前の講義から一貫し
て自分自身をマネジメントすることを伝えてきた．
大会において，一般公開後半や解体期間は全日程
の後半期間であり，疲労が蓄積され体調不良やヒ
ヤリハットが多くなる時期である．前回大会の反
省点を踏まえ綿密な事前講義や大会期間中の
『SOLAR Assessment』を記載することでメン
バーが系統立てて自身を理解することができ，事
故や体調不良の軽減に努めることができた．看護
を知らない他学部のメンバーが自分（人間）とい
うものを客観的にとらえ，アセスメントすること
は看護学研究科の大学院生が参加することによっ
てなしえることができたのではないかと考えられ
た．
２．学際的・国際的な取り組みに参加することの
意義
　千葉大学は多岐に渡った分野が集まった総合大
学である．そして大学や学生の使命はその分野の
研究成果を持って，社会の発展に寄与することで
ある．さらに国際的な活動に参加することは，国
内だけに留まらない全世界の発展に寄与する可能
性がある．今回の取り組みの中で大学院生は，普
段は医療資源が豊富にある中で看護を行っている
が，少ない医療資源に加え海外での活動ができた
背景には，学部や専門領域を超えての他研究科学
生との協働があったからこそ，なしえた結果であ
る．また，世界各国の人々が集まる中での病気に
ついての考え方の違いや救急現場についての違い
について知り得ることができた．例えば大学院生
は延命処置の事前指示に関してや，心肺停止時の
場面における家族の同席について興味や関心を
もっていたが，他国のチームと情報交換すること
で国によっての違いが大きくあることを把握する
機会を得た．そして国の医療の進歩と保険制度，
宗教での死生観の違いなどを知った．つまり，救
急事案が発生した時などの対応についても，今回
参加したからこそ学ぶ内容があり，単なる国際プ
ログラムからは決して得られないものがあった．
Ⅵ．最　後　に
　看護を知らない学生にも情報や系統立てた方法
を説明することにより，セルフマネジメントが促
進され疾病予防，危機管理を行うことにつながっ
た．また，主観的情報，客観的情報によるアセス
メントの流れの系統だった考え方は建築現場にお
いても使用できた．今回それを実現したのは，総
合大学における様々な学部の参加によって得られ
た結果であり，様々な分野が融合することで創造
される可能性は，単一分野からの可能性をはるか
に凌ぐだろう．国内・国外問わず，今後の千葉大
学においても大学院生による積極的な合同プロ
ジェクト，研究が成されることでの可能性が多く
期待される．
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